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●活動方針
　AI、アジャイル開発、RISC-Vなど先端的
な分野への早期の取り組みと、OSSなど、組
込み業界に馴染みにくい分野へ、細く長い
取り組みを行っています。WG活動参加者の
スキルアップのみではなく、WG活動から業
界を牽引する大きなムーブメントにつなぐ下
地作りに貢献できるように活動しています。
本委員会下のWG活動から、委員会に格上
げになった活動も多くあります。
●委員長としての意気込み
　AI、エンタープライズ、IT分野などの先端
技術や先端開発手法を組込み分野で生か
そうとする人々の自由闊達にして愉快なる活
動を全力で支援しています。

●WGの目標・運営の思い
　オープンソース・ソフトウェア（無料ソフト
ウェア）という、営利企業にとっては諸刃の剣
であるものの取り扱いについて、長く取り組
んでいます。OSSは現在では、OS、コンパイラ、
ミドルウェア、ロボット、AIなど、どの分野でも
使用しなければ先端的なものづくりができな
い状態です。OSSライセンスやOSSの品質、
製品開発時の取り扱いについて議論、調査、
評価を行っています。OSSコンソーシアムと
いう他のNPOと共同活動をしており、組込み

女子活動を積極的に行っています。
●どのようなメンバー・開催頻度
　メンバーとしては、OSSライセンス調査、
OSS普及活動、OSSの実製品への取り込み
開発、OSSのセキュリティ問題に興味がある
人がいます。定例会の開催頻度は2ヶ月に1
回の夕方。現在は、RISC-V用OSS調査と「組
込みOSS鳥瞰図作成」と取り組んでいます。
●楽しいイベント・成果など
　OSSコンソーシアムとの共同セミナ（外部
対象）は年に3回ほど平日の日中に開催。過
去には自動運転、ドローンなどの先端テーマ
で、著名講師を招いて開催しており、毎回好
評です。
　OSSコンソーシアムとの共同開催の女子
ハンダ付け会（外部対象ハンズオン）は、年
に1～3回程度、主に土曜日午後開催。女子
ハンダ付け会は、社会人として組込み業界
やIT業界で活躍している女性がハードウェ
アの入門として参加され、大変好評です。
　過去の成果は、仮想化基本ソフトウェア
（仮想マシン・モニタ）の組込み向け指標づ
くり、OSSに対するFuzzテスト試行など。

●WGの目標・運営の思い
～組込みソフトウェア開発業界がハッピーに
なりますように～
　参加しているメンバーが各社で抱えてい
る問題点を解決するため、既存のやり方にと
らわれず、Web系で成果をあげているアジャ
イル開発の考え方も取り入れたいと活動を

開始。アジャイル開発の考え方を学び、それ
を自社の課題に適応し、その試行結果を議
論することで、更なる改善に繋げることを目
的としています。
●どのようなメンバー・開催頻度 
　ベンダー企業の方、メーカーの方や開発
者、品質保証、営業、企画など幅広いメン
バーが参加しております。各々の視点による
課題・不満があり、お互いがその視点を議論
しあえる場となっています。
　開催頻度は月１で議論を行っています。議
論内容は1年の議論テーマを決め、そのテー
マに沿った実際の現場での経験を説明し、
改善方法などを模索するようにしています。
●楽しいイベント・成果など
　年に1～2回、アジャイル経験が豊富な方
たちと議論する会を設け、アジャイル研究会
での議論の内容や、アジャイルでの疑問点な
どを話し合い、具体的なフィードバックを得
ています。また、毎年ETにて経験発表を行っ
ています。ETでは研究会以上に幅広い方た
ちに発表することで多くのフィードバックを得
て、毎年WG自体の改善も行っています。

●WGの目標・運営の思い
　OpenEL（Open Embedded Library）は、
アクチュエータの制御やセンサからデータの
取得を行うソフトウェアの実装仕様を標準
化する組込みシステム向けのオープンなプ
ラットフォームです。OpenEL WGでは、
OpenEL仕様の策定、OpenELの国内外に

2018年がDX元年、2020年が5G元年。すでに、AI、IoTが事業推進に当たり前になっている時
代になり、第4次産業革命がどうなっていくのか楽しみに思っていました。しかし、新型コロナウ
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中止が多く発表され、テレワーク、時差通勤などの新しい取り組みが進んでいます。新しいニー
ズが生まれており、これにいかに対応するかを、常日頃から追い求めていく姿勢が必要です。
今回は、チャレンジ精神あふれる、技術本部応用技術調査委員会の活動を語ってもらいます。
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おける普及、OpenELの国際標準化の可能
性の調査を行っています。
　OpenELを国際標準とするためには、優れ
た仕様だけでは不十分であり、多くのユー
ザーに使っていただく必要があります。その
ためには、多くのユーザーが使用しているプ
ラットフォームに対応するのが得策であると
考え、2020年度はETロボコンのプラット
フォームとして採用されているLEGO社の
EV3などへの対応を行います。また、ETロボ
コンに限らず、高度化する組込みシステム開
発において品質と効率を上げるモデルベー
ス開発が求められており、上流から下流まで
一気通貫して開発できることが重要になっ
ています。これを実現するためには、各レイ
ヤーのツールベンダーの協力を得る必要が
あります。そして、各ツールでOpenELをサ
ポートしていただくことにより、レイヤー間の
インターフェースが統一されるため、モデル
からソースコードを自動生成し、さらに自動
テストまで行うことが可能になります。ゆえに、
OpenELが組込みシステム開発において上
流から下流まで一気通貫したソリューション
を提供する核となるのです。さらに、組込みシ
ステムセキュリティ委員会と連携し、セキュリ
ティ対応を目的として仕様を強化することも
検討しております。
　いくら世界に勝る技術力があってもルー
ル作りで負けてはビジネスになりません。ま
た、ルールは政府に作ってもらうものではあ
りません。そこで、本WGでは、自分たちの手
でOpenELというルールを作り、オープンイノ
ベーションを起こします。我 と々一緒にケ ー゙
ムチェレンジャーとなって、世界市場を狙い
ましょう。メーカー、デバイスベンダー、ツール
ベンダー、OpenELを顧客に提案したい方々
だけではなく、OpenELを勉強したい方々や
OpenELをすぐに使ってみたい方々の参加
も歓迎いたします。
●どのようなメンバー・開催頻度 
　デバイスベンダー、ツールベンダー、教育
機関をはじめ各レイヤーの皆様に集まって
いただき、毎月WGを開催しています。

●楽しいイベント・成果など
　OpenEL 3.1の仕様書やサンプル実装
をGitHubで公開しております。
  https://github.com/openel
　Windows、Mac、Linuxで動作するデバ
イスシミュレータを実装しておりますので、
アクチュエータやセンサを用意しなくても、
サンプルプログラムを動作させることが可能
です。まずは、ダウンロードいただき、
OpenELを試していただければと思います。

●WGの目標・運営の思い
　AIのわかる組込み技術者の育成と、エッ
ジデバイスAIの可能性について調査研究を
行なっています。技術者の育成はセミナー形
式で実施し、デモの選定と作成、発表までを
1年間で行ない一般的なAI周辺の知識を学
べるようにしています。また、エッジデバイス
AIの可能性についてWG活動では最新の
ニュースについてキャッチアップと、個々の
テーマについて議論、調査および評価などを
行なっています。
●どのようなメンバー・開催頻度
　基本的にAIに興味がある組込み技術者
がメンバーとなり、セミナーなどを通してもっ
とエッジデバイスAIを追求したいメンバーが
WG活動の中心となっています。セミナーは
年5回、WG活動は年6回のペース、隔月で実
施しています。
●楽しいイベント・成果など
　セミナーのデモ発表会でプレゼンやデモ
実施を行なっています。色々質問が来たり、
用意された素材でなくその場で取った写真
などでデモしてみたり、なかなかの盛り上が
りで楽しいです。またWG活動ではAI関連の
コンペにみんなで参加して結果を競ったりな
ども行なっています。

●WGの目標・運営の思い
　RISC-Vはハード、ソフトともにオープン
ソースかつロイヤリティフリーであり、加えて
組込み機器で今後ますます重要となるセ
キュリティ機能の技術開発も進んでいること
から、JASAとして押さえておくべき重要技術
の１つと考えています。一方、使いこなしには
ノウハウの積み重ねが必要です。これを会員
各社が個別に行うと、ノウハウ取得までのリ
ソース投資が各社個別に必要となることか
ら、会員が相互に利用可能な共通プラット
フォームの早期開発が望まれます。そこで、
RISC-V WGでは次のような方針で取り組
むことにしました。
１．会員の協力で、会員が自由に活用可能な
RISC-Vプラットフォームを開発する。
２．開発したRISC-Vプラットフォームの活
用・普及活動を行い、応用範囲を広げる。
３．上記活動を通じRISC-Vコミュニティに貢
献するとともにJASAのプレゼンス向上を図る。
●どのようなメンバー・開催頻度
　JASAのメンバーでRISC-Vに興味を持つ
方々が参加しています。FPGA実装、開発環
境の移植、アプリケーションの開発など、幅
広い分野のエキスパートの参加をお待ちし
ています。WGは毎月開催し、内外の有識者
による講演、勉強会をはじめ、各社の取り組
み事例やプロジェクトの進捗報告などを予
定しています。
●楽しいイベント・成果など
　今年度はリファレンスのFPGAボードを決
め、RISC-Vの実装とArduino開発環境の
移植、ブートローダの準備まで進めるのが目
標です。出来上がったプラットフォームを
使った作品を11月のET展に出展したいと考
えています。

あとがき
　オープンイノベーションで、世界中の知財がハ
イスピードで動いており、この委員会は、アンテ
ナ高く情報収集をしています。ご興味ある方は積
極的に参加してください。
　世界中に拡散したコロナウイルスによって、会
社経営に激震が走っています。製造業に関して
は、その原材料などが計画通りに入手できない。

物流がスムーズにいかなく、受注があっても納品
できない。ソフト開発においては、まだ準備不足の
テレワーキングなど新しい形での開発を余儀なく
されており、効率はもちろん品質確保にも課題が
残っています。
　3.11以降、BCPについて、様々な取り組みが実
施されてきましたが、自給率などの課題は、再度明
確になりました。一方、テレワークなどは、IoTの応

用時代を加速させています。工場を複数持つ企業
では、従来であれば、一元管理、集中管理を目指し
て、システム構築を実施してきましたが、IoT、5G、
AIを活用して分散、有機的に機能するシステムづく
りはサバイバルの重要なポイントと考えられます。
　問題点、困ったこと、協力要請をできるだけ早く
発信して、助け合いながら、この危機的な時期を
協会を上げて乗り切りましょう。
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